
今年度の重点目標と具体化のための方策

（１） 確かな学力の定着

○授業力を向上させるための授業研究を中心とした校内研修の充実
○所沢市「学び創造アクティブ PLUS」に基づく授業実践
○基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着
○表現力をはぐくむ言語活動が充実した授業の実践
○「わかる授業」の実践
○ＩＣＴ機器を活用した授業実践
○全国及び埼玉県の学力調査の結果の検証と活用
○家庭学習の定着・習慣化

（２） 豊かな心の育成

○あいさつ（明るく、笑顔で、元気良く）の習慣化
○特別な教科道徳の授業の計画的な実践
○人権教育、福祉教育の推進
○読書活動の奨励と読書指導
○花いっぱいの花壇、学校ファームの充実
○縦割り活動の推進による望ましい人間関係の育成
○体験的な教育活動の充実

（３） 健やかな体の育成

○学習規律を守り、力いっぱい運動し、思いっきり汗をかく体育授業の実践
○外遊びの奨励及び体育的諸活動の充実による体力の向上
○「早寝、早起き、朝ご飯」の奨励による規則正しい生活習慣の定着
○望ましい食生活（食育）と虫歯予防、保健指導の推進

（４） 生徒指導・教育相談・特別支援教育の充実

○基本的生活習慣（挨拶・靴揃え・廊下歩行・清掃等）の確立
○報告・連絡・相談・確認の徹底
○カウンセリングマインドに立った児童理解
○児童一人一人への「目かけ」「声かけ」「見届け」
○児童理解に立脚した指導・支援の充実（不登校児童の解消を目指して）
○特別な支援を要する児童の共通理解（特別支援教育の充実）

（５） 安心・安全な学校

○危機管理マニュアルの見直しと整備
○交通安全指導の徹底
○施設・設備の定期的な安全点検の実施と点検結果に基づく迅速な対応
○実践的な防災、避難訓練の実施

（６） 家庭・地域との連携の推進

○学校応援団の充実
○ＰＴＡとの連携の推進
○学校教育活動における地域人材の活用
○ホームページ定期更新、各種たよりの発行等による教育情報の発信
○幼、保、中との連携推進事業の推進
○ＰＴＡ活動、応援団行事、地域の行事への参加と協力

（７） 校内研究の推進

＜令和元年度 椿峰小学校校内研究＞
○研究領域：全教科、全領域
○研究主題：「わかった、できた、またやりたい」が実感できる指導法の工夫
○研究副題：～望ましい人間関係をはぐくむ学級経営の工夫を通して～


